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一　

は
じ
め
に
―
『
孔
聖
家
語
図
』
の
体
裁

 

『
孔
聖
家
語
図
』
全
十
一
巻
は
明
・
呉
嘉
謨
に
よ
り
収
集
及
び
注
釈
が
な
さ
れ
た
も
の
で
、
明
の
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
に
刊
行
さ

れ
た
。
そ
の
構
成
は
、
第
一
巻
の
前
に
、
呉
嘉
謨
「
孔
子
家
語
図
叙
」、
明
・
王
鏊
「
孔
聖
家
語
図
題
辞
」、
明
・
王
世
貞
「
孔
聖
家
語

図
叙
」
及
び
呉
嘉
謨
「
家
語
図
凡
例
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
は
図
録
で
、
四
十
幅
の
図
と
そ
の
説
明
及
び
按
語
で
あ
る
。
第
二

巻
か
ら
第
十
一
巻
は
、『
孔
聖
家
語
図
』
の
取
材
源
で
あ
る
『
孔
子
家
語
』
の
本
文
を
収
め
、
図
は
無
い
。

 

『
孔
聖
家
語
図
』
第
一
巻
所
収
の
四
十
幅
図
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
巻
首
に
「
先
聖
像
」
図
、
則
ち
孔
子
の
図

が
あ
り
、「
新
都
程
起
龍
伯
陽
甫
薫
沐
寫
」「
歙
人
黄
組
鐫
」
と
題
し
て
い
る
。
第
二
幅
以
降
は
、
半
葉
に
図
、
半
葉
に
説
明
及
び
按
語

と
い
う
版
式
で
、
縦
20
・
8
㎝
、
横
13
・
5
㎝
、
故
事
は
全
て
先
図
後
文
の
形
式
で
あ
り
、
図
及
び
文
は
同
一
版
面
に
印
刷
さ
れ
て
い

る
。
四
十
幅
の
図
中
に
は
、
孔
子
の
誕
生
か
ら
死
去
後
ま
で
の
主
要
な
人
生
の
軌
跡
が
描
か
れ
て
い
る
。「
先
聖
像
」
図
を
除
く
故
事
を

描
い
た
図
画
に
は
全
て
四
字
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
構
図
は
均
整
が
と
れ
、
線
条
は
簡
潔
で
あ
る
。「
孔
子
家
語
図
叙（
１
）」
に
は
、

圖
語
皆
道
之
寄
也
、
統
之
不
可
廢
置
。
家
語
固
當
與
諸
聖
經
並
傳
、
而
此
圖
所
繪
與
語
中
所
載
大
都
相
表
裡
、
必
合
圖
與
語
而
大

聖
人
之
言
動
始
全
。

図
と
語
と
は
皆
道
の
寄
す
る
な
り
、
之
を
統
べ
て
廃
置
す
べ
か
ら
ず
。『
家
語
』
は
固
よ
り
当
に
諸
聖
経
と
並
び
伝
ふ
べ
し
、
而
し

て
此
の
図
の
絵ゑ
が

く
所
と
語
中
に
載
す
る
所
と
は
大お
ほ

都む
ね

相
表
裡
た
り
、
必
ず
図
と
語
と
合
せ
て
、
而
し
て
大
聖
人
の
言
動
始
め
て
全
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き
な
り
。

と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、
呉
嘉
謨
自
身
が
図
像
の
効
果
を
本
文
と
同
等
に
重
視
し
て
お
り
、
後
世
の
人
々
が
こ
れ
ら
の
挿
絵
に
よ
っ
て
孔

子
の
生
涯
に
お
け
る
活
動
、
言
行
挙
止
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

従
来
、『
孔
子
聖
跡
図
』
に
関
す
る
内
外
の
研
究
は
、
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
に
出
版
さ
れ
た
張
楷
『
聖
跡
図
』
を
専
ら
主
な
対
象
と

し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
明
代
に
お
い
て
後
に
大
量
に
出
現
し
た
各
種
『
聖
跡
図
』
の
藍
本
と
し
て
の
張
楷
本
の
重
要
性
に
由
る
も
の
で

あ
る
。
一
方
、
張
楷
本
以
外
の
『
聖
跡
図
』
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
呉
嘉
謨
の
『
孔
聖
家
語
図
』
に
つ
い

て
も
、
重
要
な
版
本
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
専
門
的
に
研
究
し
た
論
考
は
極
め
て
少
な
い
。
だ
が
、
張
楷
本
以
外
の
各
種
『
聖

跡
図
』
に
つ
い
て
も
、
張
楷
本
と
同
様
に
、
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
孔

聖
家
語
図
』
巻
一
を
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
ま
ず
先
行
す
る
明
・
張
楷
『
孔
子
聖
跡
図
』
の
絵
の
構
図
と
比
較
し
、『
孔
聖
家

語
図
』
に
お
け
る
孔
子
の
生
涯
を
示
す
挿
絵
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
ま
た
、『
孔
聖
家
語
図
』
は
明
代
の
木
版
挿
図
の
白
眉
と
し
て
、
そ

の
刊
行
が
明
代
の
出
版
業
の
繁
栄
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

二
、
呉
嘉
謨
に
つ
い
て

 

呉
嘉
謨（
２
）、

字
は
績
可
、
湖
北
漢
陽
の
人
。
そ
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
。
明
万
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
の
進
士
（
三
甲
五
十
六
名
）
で
、

新
建
の
県
令
、
戸
部
主
事
、
員
外
郎
中
、
揚
州
知
事
に
任
じ
ら
れ
る
。『
湖
広
通
志
』
巻
四
十
七
（『
四
庫
全
書
』
所
収
）
に
伝
記
が
見
え
る
。

呉
嘉
謨
、
字
績
可
、
漢
陽
人
、
萬
曆
丁
未
進
士
。
令
新
建
、
邑
多
盜
、
擒
其
渠
魁
、
餘
乃
散
。
戊
申
大
浸
、
買
舟
數
十
、
遍
歴
諸

村
渡
之
、
因
請
賑
、
請
蠲
、
請
改
折
、
又
請
寬
二
百
里
長
港
禁
、
復
築
長
豐
圩
隄
以
防
水
。
擢
戸
部
主
事
、
管
太
倉
、
宿
幣
盡
洗
。

遷
員
外
郎
中
、
出
守
揚
州
、
以
疾
苦
告
歸
。

呉
嘉
謨
、
字
は
績
可
、
漢
陽
の
人
、
萬
曆
丁
未
（
一
六
〇
七
）
の
進
士
な
り
。
新
建
に
令
た
る
に
、
邑
に
盜
多
し
、
其
の
渠
魁
を
擒

へ
れ
ば
、
余
は
乃
ち
散
ず
。
戊
申
（
一
六
〇
八
）
大
浸
あ
り
、
舟
を
買
ふ
こ
と
数
十
、
諸
村
を
遍
歴
し
て
之
を
渡
り
、
因
り
て
賑
を

請
ひ
、
蠲
を
請
ひ
、
改
折
を
請
ひ
、
又
二
百
里
長
の
港
禁
を
寬
く
し
、
復
た
長
豊
圩
隄
を
築
き
て
、
以
て
水
を
防
が
ん
こ
と
を
請
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ふ
。
戸
部
主
事
に
擢
せ
ら
れ
、
太
倉
を
管
つ
か
さ
どり
、
宿
幣
盡
く
洗
ぐ
。
員
外
郎
中
に
遷
り
、
出
で
て
揚
州
に
守
た
る
も
、
疾
苦
を
以
て

告
帰
す
。

 

ま
た
、『
孔
聖
家
語
図
』
の
製
作
時
の
呉
嘉
謨
の
身
分
に
つ
い
て
、「
孔
子
家
語
図
叙
」
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

余
患
目
弗
獲
赴
戊
子
省
試
、
養
靜
山
房
者
數
越
月
。

余
目
を
患
ひ
て
戊
子
（
一
五
八
八
）
の
省
試
に
赴
く
を
獲
ず
、
山
房
に
養
静
す
る
は
数
ふ
る
こ
と
月
を
越
ゆ
。

 

以
上
の
記
事
か
ら
、『
孔
聖
家
語
図
』
の
製
作
年
代
は
明
の
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
、

呉
嘉
謨
が
そ
の
前
年
に
目
を
患
っ
た
た
め
、
科
挙
の
試
験
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
呉
嘉
謨
は
万
暦
三
十
五

年
（
一
六
〇
七
）
の
進
士
で
あ
る
か
ら
、『
孔
聖
家
語
図
』
の
製
作
時
に
は
、
ま
だ
進
士
に
登
第
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

三
、『
孔
聖
家
語
図
』
の
刊
刻
に
つ
い
て

 

ま
ず
『
孔
聖
家
語
図
』
の
画
工
に
つ
い
て
は
、
そ
の
巻
首
に
、「
新
都
程
起
龍
伯
陽
甫
薫
沐
寫
」
と
「
歙
人
黄
組
鐫
」
と
い
う
文
字
が

刻
さ
れ
て
い
る
。
画
工
の
程
起
龍
は
、
字
は
伯
陽
、
新
都
の
人
。
新
都
は
三
国
時
代
、
呉
の
徽
州
の
称
で
あ
り
、
隋
代
に
は
歙
州
、
宋

代
以
後
は
徽
州
府
と
称
さ
れ
た
。
趙
前
『
中
国
版
本
文
化
叢
書
―
明
本（
３
）』
に
は
、
程
起
龍
の
他
の
作
品
が
記
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
中

に
黄
応
瑞
・
黄
応
泰
の
両
者
が
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
に
程
起
龍
の
画
法
に
基
づ
い
て
、『
女
範
編
』（『
古
今
女
範
』
と
も
呼
ぶ
）
を
製
作

し
、
そ
の
画
法
が
細
部
に
渉
る
ま
で
非
常
に
詳
細
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
五
七
頁
）。

 

刻
工
の
黄
組
鐫
も
ま
た
徽
州
の
人
で
あ
る
。
李
国
慶
『
明
代
刊
工
姓
名
索
引（
４
）』
に
は
、
黄
組
鐫
が
刻
工
と
し
て
他
の
書
物
の
刊
行
に

参
加
し
た
例
と
し
て
、
万
暦
二
十
年
（
一
五
九
二
）
新
安
で
程
栄
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
漢
魏
叢
書
』
を
挙
げ
て
い
る
。『
漢
魏
叢
書
』

は
子
目
が
三
十
八
種
、
総
計
二
五
一
巻
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
刻
法
が
非
常
に
美
麗
で
あ
っ
た
た
め
に
有
名
と
な
っ
た
書
物
で
あ
る
。『
漢

魏
叢
書
』
の
巻
末
に
は
刊
行
に
参
加
し
た
刻
工
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
黄
組
鐫
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
（
四
五
六
頁
）。

 

こ
れ
ら
の
画
工
、
刻
工
の
出
身
地
か
ら
、
呉
嘉
謨
が
率
い
る
『
孔
聖
家
語
図
』
の
製
作
集
団
は
、
主
に
徽
州
出
身
者
で
構
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
万
暦
年
間
は
中
国
で
急
速
に
版
画
が
発
展
し
た
時
代
で
あ
り
、
こ
の
時
、
徽
州
の
木
刻
家
は
重
要
な
役
割
を
果
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た
し
、
中
国
版
画
史
上
に
お
け
る
多
く
の
名
作
を
製
作
し
た
。
そ
の
風
格
は
「
徽
派
」
と
称
さ
れ
る
。
徽
派
は
挿
絵
を
版
刻
す
る
技
術

に
長
け
て
お
り
、
中
国
版
画
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
徽
派
の
刻
工
は
そ
れ
を
生
業
と
す
る
工
匠
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
自

分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
版
画
は
、
自
分
の
描
い
た
絵
で
あ
れ
、
他
人
の
描
い
た
絵
で
あ
れ
、
細
部
に
至
る
ま
で
極
め

て
精
巧
で
、
一
切
手
抜
き
が
無
い
。
特
に
、
歙
県
虯
村
の
黄
氏
一
族
は
、
典
型
的
な
「
徽
派
」
の
風
格
を
体
現
し
て
お
り
、
そ
の
作
風

は
他
の
流
派
へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
明
代
は
黄
氏
の
刻
工
が
最
も
活
躍
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
手
に
成
る
書
籍
は
二
百

余
種
、
刻
工
の
数
も
三
百
人
以
上
に
の
ぼ
り
、
彼
ら
は
そ
の
優
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
、
各
地
で
高
い
評
価
を
受
け
た（

５
）。

明
の
胡
応
麟
『
少

室
山
房
筆
叢
』「
経
籍
会
通
四（
６
）」
で
は
、
徽
派
の
刻
法
に
対
し
て
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
非
常
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

余
所
見
當
今
刻
本
、
蘇
・
常
爲
上
、
金
陵
次
之
、
杭
又
次
之
。
近
湖
刻
・
歙
刻
驟
精
、
遂
與
蘇
・
常
爭
價
。

余
の
見
る
所
の
当
今
の
刻
本
は
、
蘇
（
州
）・
常
（
州
）
を
上
と
為
し
、
金
陵
（
南
京
）
之
に
次
ぎ
、
杭
（
州
）
又
之
に
次
ぐ
。
近
ご
ろ

湖
（
州
）
刻
・
歙
（
州
）
刻
は
驟
精
に
し
て
、
遂
に
蘇
（
州
）・
常
（
州
）
と
価
を
争
ふ
。

こ
こ
か
ら
、
徽
州
の
版
画
技
術
が
急
速
に
向
上
し
、
そ
の
結
果
、
蘇
州
、
常
州
と
肩
を
並
べ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

ま
た
、『
孔
聖
家
語
図
』
が
杭
州
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
孔
子
家
語
図
叙
」
に
、「
余
目
を
患
ひ
て
戊
子
の
省
試
に
赴
く

を
獲
ず
、
山
房
に
養
静
す
る
は
数
ふ
る
こ
と
月
を
越
ゆ
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
こ
の
叙
文
の
末
尾
に
「
武
林
後
學
」
と
署
名
が

あ
る
。
武
林
は
杭
州
の
別
称
で
あ
り
、
そ
の
名
は
武
林
山
に
由
来
す
る
。
叙
文
に
よ
れ
ば
、
戊
子
の
年
（
万
暦
十
六
年
︹
一
五
八
八
︺）、
呉

嘉
謨
は
眼
疾
の
た
め
に
科
挙
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
数
个
月
の
暇
な
期
間
中
に
、
杭
州
に
留
ま
り
静
養
す
る
一
方
で
、
書
物
の

閲
読
、
整
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
一
年
後
の
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）、
呉
嘉
謨
は
杭
州
で
『
孔
聖
家
語
図
』
の
注
釈
及
び
組
織
的

刊
行
を
行
っ
た
。
明
代
に
は
、
杭
州
・
南
京
・
蘇
州
・
北
京
は
、
書
籍
出
版
の
四
大
中
心
地
で
あ
っ
た
。
杭
州
の
挿
絵
版
刻
の
歴
史
は

古
く
、
呉
嘉
謨
が
『
孔
聖
家
語
図
』
を
刊
行
し
た
万
暦
年
間
に
は
、
出
版
に
お
い
て
既
に
全
国
的
に
重
要
な
地
域
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
出
版
の
経
緯
に
つ
い
て
も
、「
孔
子
家
語
図
叙
」
に
、

歲
丁
亥
、
余
師
澹
所
楊
公
捧
冊
魯
藩
過
闕
里
、
謁
孔
林
獲
所
傳
聖
跡
圖
、
歸
而
授
余
覽
之
︙
︙
因
取
王
氏
藏
本
、
按
孔
氏
全
書
與

楊
師
所
授
圖
、
考
究
其
槩
、
或
不
無
異
同
缺
畧
之
差
、
余
遂
緝
爲
一
書
。
圖
按
聖
跡
之
遺
、
文
仍
王
本
之
舊
。

歳
丁
亥
（
一
五
八
七
）、
余
の
師
澹
所
楊
公
（
＝
楊
士
経
）
魯
藩
を
捧
冊
し
て
闕
里
に
過
ぎ
る
に
、
孔
林
に
謁
し
て
伝
ふ
る
所
の
聖
跡
図
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を
獲
、
帰
り
て
余
に
授
け
て
之
を
覧
せ
し
む
。
︙
︙
因
り
て
王
氏
（
＝
王
鏊
）
の
蔵
本
を
取
る
に
、
按
ず
る
に
孔
氏
の
全
書
と
楊

師
の
授
く
る
所
の
図
と
、
其
の
概
を
考
究
す
る
に
、
或
い
は
異
同
欠
略
の
差
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
、
余
遂
に
緝
し
て
一
書
と
為
す
。

図
は
按
ず
る
に
聖
跡
の
遺
に
し
て
、
文
は
仍
ち
王
本
の
旧
な
り
。

と
あ
り
、『
孔
聖
家
語
図
』
を
出
版
す
る
に
当
た
り
、
呉
嘉
謨
の
師
で
あ
る
楊
士
経
が
孔
林
か
ら
得
た
『
聖
跡
図
』
を
藍
本
と
し
、
そ
の

後
、
王
鏊
所
蔵
の
魏
・
王
粛
注
『
孔
子
家
語
』
十
巻
か
ら
本
文
を
採
り
、
両
者
を
併
せ
て
一
冊
の
本
に
編
輯
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
出
版
の
費
用
に
つ
い
て
も
、
呉
嘉
謨
の
書
生
と
い
う
身
分
や
、
編
纂
に
際
し
て
王
鏊
が
蔵
書
を
提
供
し
、
序
文
も
寄
せ
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
王
鏊
の
財
力
と
名
声
等
に
鑑
み
れ
ば
、
或
い
は
王
鏊
に
よ
る
資
金
援
助
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
名
士
で

あ
っ
た
王
世
貞
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
王
鏊
の
関
与
を
想
定
し
な
け
れ
ば
考
え
難
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
呉

嘉
謨
と
王
世
貞
の
間
に
は
直
接
の
接
点
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
王
鏊
と
王
世
貞
は
共
に
江
蘇
の
出
身
で
あ
り
、
且
つ
友
人
で
あ
っ
た
。

四
、
張
楷
『
孔
子
聖
跡
図
』
と
呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
の
比
較

 

張
楷
、
字
は
式
之
、
浙
江
慈
渓
の
人
。
明
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
の
進
士
科
に
第
三
甲
で
合
格
。
明
宣
徳
二
年
（
一
四
二
七
）
に

初
め
て
仕
官
し
、
生
涯
の
官
途
は
ほ
ぼ
順
調
で
あ
り
、
按
察
使
僉
事
を
任
じ
ら
れ
、
後
に
僉
都
御
史
に
な
っ
た
。
彼
は
当
時
の
宦
官
が

政
治
を
壟
断
し
て
い
る
状
況
に
対
し
、
聖
跡
図
を
製
作
し
て
、
公
正
な
官
僚
が
儒
教
に
お
い
て
正
統
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た（

７
）。

 

張
楷
の
『
聖
跡
図
』
は
明
の
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
図
は
全
三
十
八
幅
で
あ
る
。
何
廷
瑞
の
増
補
を
経
て
、
明
の

弘
治
十
年
（
一
四
九
七
）
に
刊
行
さ
れ
た（

８
）。

張
楷
本
は
二
十
九
の
故
事
を
描
い
て
い
る
が
、
何
廷
瑞
は
新
し
く
九
つ
の
故
事
を
加
え
た（

９
）。

鄭
振
鐸
は
「
中
国
版
画
史
上
、
非
常
に
貴
重
な
作
品
で
あ
る
（
在
中
國
版
畫
史
上
是
一
部
珍
奇
的
大
作
品（

（1
（

）」
と
称
し
、
且
つ
こ
の
聖
跡

図
は
後
世
の
諸
聖
跡
図
の
藍
本
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
基
づ
い
た
上
で
、
以
下
、
呉
嘉
謨
の
『
孔
聖
家
語
図
』

と
比
較
し
て
い
く
。

 

本
稿
で
は
、
張
楷
『
孔
子
聖
跡
図
』
及
び
呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
中
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
祷
嗣
尼
丘
」「
誕
聖
降
祥
」「
天
楽
文
符
」

「
退
脩
授
業
」（
図
の
名
称
は
『
孔
聖
家
語
図
』
に
依
る
）
の
四
幅
の
図
（
本
稿
末
尾
参
照
）
を
取
り
上
げ
て
比
較
す
る
。
な
お
、
張
楷
『
孔
子
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聖
跡
図
』
は
、
曲
阜
文
物
管
理
委
員
会
所
蔵
抄
本
『
聖
跡
之
図
』（
山
東
省
曲
阜
市
文
物
管
理
委
員
会
影
印
、
山
東
省
友
誼
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
に

拠
る
。

 

ま
ず
、
孔
子
の
一
家
が
尼
山
で
子
宝
を
祈
願
し
た
出
来
事
を
描
く
「
祷
嗣
尼
丘
」
図
で
あ
る
が
、
張
楷
本
（
図
１
）
で
は
、
孔
子
の

母
に
は
、
一
人
の
侍
女
と
二
人
の
侍
童
が
、
尼
山
で
子
宝
を
願
う
際
に
付
き
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
呉
嘉
謨
本
（
図
２
）
で
は
、
孔

子
の
母
に
一
人
の
侍
女
と
一
人
の
侍
童
が
従
っ
て
い
る
情
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
新
た
な
登
場
人
物
と
し
て
、
孔
子
の
父
で

あ
る
叔
梁
紇
が
加
わ
る
。
こ
れ
は
、
呉
嘉
謨
本
が
他
の
聖
跡
図
と
大
い
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
変
更
に
つ
い
て
、
呉
嘉
謨
は
自
身

が
孔
子
関
連
の
書
物
を
研
究
し
て
得
た
こ
と
と
結
び
つ
け
て
、
按
語
の
中
で
「
然
婦
人
無
專
制
、
無
獨
遊
境
外
之
理
。
則
謂
父
母
倶
禱

者
爲
是
（
然
る
に
婦
人
に
専
制
無
く
、
独
り
境
外
に
遊
ぶ
の
理
無
け
れ
ば
、
則
ち
謂
ら
く
父
母
の
倶
に
禱
る
は
是
為
り
）」
と
述
べ
る
。

当
時
の
女
性
は
一
人
で
は
外
出
し
な
い
た
め
、
呉
嘉
謨
は
、
孔
子
の
母
は
夫
の
叔
梁
紇
と
一
緒
に
祈
願
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

 

次
に
、
孔
子
が
ま
も
な
く
誕
生
す
る
時
に
現
れ
た
瑞
祥
を
描
い
た
「
誕
聖
降
祥
」
の
図
に
関
し
て
、
張
楷
本
（
図
３
）
で
は
「
有
二

龍
繞
室
、
五
老
降
庭
（
二
龍
の
室
を
繞
り
、
五
老
の
庭
に
降
る
有
り
）」
と
い
う
句
を
絵
に
表
現
す
る
時
に
、
二
匹
の
動
き
回
る
龍
を
屋

根
の
真
上
に
描
い
て
お
り
、
さ
ら
に
五
人
の
老
人
が
瑞
雲
に
乗
っ
て
絵
の
左
側
か
ら
飛
来
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
降
庭
」
と

い
う
事
実
に
合
わ
な
い
。
一
方
、
呉
嘉
謨
本
（
図
４
）
で
は
、
五
人
の
老
人
が
孔
家
の
庭
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、「
す
で
に
庭
に
降
り

立
っ
た
」
と
い
う
形
式
に
変
わ
っ
て
い
る
。
張
楷
本
に
比
べ
、
呉
嘉
謨
本
の
描
き
方
は
本
文
の
内
容
と
よ
り
合
致
し
て
い
る
。

 

さ
ら
に
、
孔
子
の
母
が
孔
子
を
出
産
し
た
場
面
を
描
く
「
天
楽
文
符
」
の
図
に
お
い
て
は
、
張
楷
本
（
図
５
）
は
背
景
の
描
写
を
重

視
し
て
い
る
。
家
屋
を
取
り
囲
む
塀
や
、
中
庭
の
周
囲
の
情
景
は
、
と
て
も
詳
細
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
呉
嘉
謨
本
（
図
６
）
の

背
景
描
写
は
簡
潔
で
あ
る
。
し
か
し
人
物
に
つ
い
て
は
却
っ
て
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
孔
子
の
母
は
、
我
が
子
を
見
な
が
ら
微
笑
み
、

身
体
を
少
し
ベ
ッ
ド
の
頭
の
方
に
も
た
れ
さ
せ
、
そ
の
様
子
か
ら
彼
女
の
疲
労
が
窺
え
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
孔

子
の
胸
に
「
制
作
定
世
符
」
と
い
う
五
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
胸
の
五
文
字
は
張
楷
本
に
は
無
い
。

 

ま
た
、
孔
子
が
季
氏
の
影
響
下
に
あ
る
魯
で
働
く
こ
と
を
望
ま
ず
、
弟
子
の
教
育
に
専
念
し
た
こ
と
を
表
現
す
る
「
退
脩
授
業
」
の

図
に
お
い
て
、
張
楷
本
（
図
７
）
で
は
孔
子
の
弟
子
達
が
数
多
く
集
う
、
広
大
な
場
面
を
描
い
て
い
る
。
一
方
、
呉
嘉
謨
本
（
図
８
）
は
、

細
部
の
描
写
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
孔
子
の
人
柄
を
表
現
す
る
た
め
に
、
孔
子
の
背
後
の
庭
園
に
君
子
の
象
徴
で
あ
る
竹
林
を
描
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く
こ
と
で
、
貞
操
を
硬
く
守
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
の
比
較
分
析
を
通
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

 

一 　

張
楷
『
孔
子
聖
跡
図
』
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
字
句
は
二
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
則
ち
『
史
記
』
の

孔
子
世
家
か
ら
引
用
し
た
部
分
と
張
楷
自
身
が
詠
ん
だ
四
言
八
句
の
賛
詩
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
呉
嘉
謨
の
『
孔
聖
家
語
図
』
に

は
賛
詩
が
無
く
、
呉
嘉
謨
に
よ
る
「
按
語
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
按
語
」
は
呉
嘉
謨
が
孔
子
に
関
す
る
書
籍
を
大

量
に
参
照
し
た
上
で
書
い
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
呉
嘉
謨
自
身
の
見
解
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
字
数
は
多
く
な
り
、
内

容
も
張
本
と
比
べ
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。 

 

二 　

題
材
や
人
物
等
に
つ
い
て
表
現
内
容
上
は
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
そ
の
描
き
方
に
顕
著
な
差
違
が
あ
る
。
呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語

図
』
は
線
描
画
の
手
法
を
採
用
し
て
お
り
、
画
面
は
簡
潔
で
、
構
図
は
均
整
が
取
れ
て
お
り
、
そ
の
筆
遣
い
は
流
麗
で
、
彫
り
方

は
力
強
く
、
単
純
な
輪
郭
で
は
な
く
、
徽
派
の
版
刻
の
早
期
の
特
徴
を
体
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
人
物
の
描
き
方
で

は
、
背
景
は
で
き
る
限
り
省
略
し
、
重
要
な
人
物
に
つ
い
て
は
大
き
く
描
き
出
し
、
簡
潔
な
刻
法
に
よ
り
重
要
な
部
分
を
強
調
し

て
い
る
。
図
と
文
章
と
の
関
係
も
密
接
で
あ
り
、
図
に
描
か
れ
る
事
象
と
叙
述
内
容
も
概
ね
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
図
と

文
章
と
が
意
図
す
る
表
現
効
果
は
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

 

三 　

呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
の
按
語
と
図
像
も
ま
た
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
先
行
す
る
張
楷
『
孔
子
聖
跡
図
』
を
踏
襲
し
た
上

で
、
そ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

五
、
ま
と
め
―
呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
と
明
代
出
版
業
の
繁
栄

 

明
代
の
寛
大
な
出
版
政
策
は
、
書
籍
の
出
版
に
対
し
て
良
好
な
条
件
を
提
供
し
た
。
明
代
に
お
い
て
、
官
府
の
印
刷
と
坊
刻
は
繁
栄

を
極
め
た
。
ま
た
、
廉
価
な
労
働
力
に
よ
る
出
版
費
用
の
低
減
も
こ
の
こ
と
に
拍
車
を
か
け
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
葉
徳
輝
『
書

林
清
話
』
に
詳
細
な
記
述
が
見
え
る（

（1
（

。
呉
嘉
謨
が
『
孔
聖
家
語
図
』
を
組
織
的
に
刊
行
し
た
時
、
彼
は
ま
だ
進
士
の
身
分
に
な
く
、「
武

林
後
学
」
を
自
称
し
て
い
た
。
一
方
、
張
楷
等
そ
の
他
の
聖
跡
図
の
製
作
指
導
者
は
士
大
夫
で
あ
っ
た
。
製
作
者
の
身
分
や
立
場
の
か
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か
る
変
化
は
、
明
代
に
お
け
る
出
版
業
の
繁
栄
に
と
も
な
い
、
よ
り
広
い
階
層
の
人
々
が
出
版
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
よ
う
。

 

明
代
は
中
国
に
お
け
る
出
版
業
の
黄
金
期
で
あ
る
。
社
会
経
済
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
個
人
の
書
物
出
版
が
大
変
盛
ん
に
な
っ
た

ば
か
り
で
な
く
、
全
国
各
地
に
多
く
の
坊
刻
を
行
う
書
肆
が
出
現
し
、
い
く
つ
も
の
派
閥
が
存
在
し
た
。
江
南
地
方
が
出
版
の
中
心
地

で
、
特
に
、
蘇
州
・
杭
州
・
南
京
・
徽
州
は
、
江
南
の
四
大
出
版
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
著
名
な
絵
画
の
流
派
に
、
建
安
派
・
武
林

派
・
金
陵
派
・
徽
派
が
あ
る（

（1
（

。『
孔
聖
家
語
図
』
は
徽
州
の
人
、
程
起
龍
の
手
で
描
か
れ
、
黄
組
鐫
の
手
で
彫
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
徽

派
の
早
期
の
作
品
に
属
す
る
。

 

明
代
中
後
期
、
小
説
や
戯
曲
が
市
民
文
学
の
主
流
と
な
っ
た
。
画
家
や
刻
工
た
ち
は
戯
曲
や
小
説
の
内
容
に
基
づ
い
て
、
大
量
の
木

版
画
を
創
作
し
た
。
小
説
や
戯
曲
の
中
に
は
木
版
の
挿
絵
が
存
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
挿
絵
そ
の
も
の
の
長
所
と
大

い
に
関
係
が
あ
る
。
挿
絵
は
時
間
と
空
間
の
制
限
を
受
け
ず
、
事
件
の
経
過
を
直
接
的
に
読
者
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
読
者
に

大
変
歓
迎
さ
れ
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
万
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）、
金
陵
世
徳
堂
刊
『
新
刻
出
像
官
板
大
字
西
遊
記
』、
崇
禎
年
間
武
林
起
鳳

館
刊
『
南
琵
琶
記
』
等
の
名
作
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
孔
聖
家
語
図
』
は
孔
子
の
生
涯
の
重
要
な
事
件
を
凝
縮
し
て
い
る
、
生
き

生
き
と
し
た
可
視
的
な
図
画
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
挿
絵
の
活
用
は
通
俗
小
説
や
戯
曲
の
み
な
ら
ず
、
儒
教
の
書
物
に
も
用
い
ら
れ
、
こ

う
し
た
現
象
か
ら
明
代
中
後
期
に
お
け
る
挿
絵
刻
印
業
の
繁
栄
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
呉
嘉
謨
の
『
孔
聖
家
語
図
』
は
、
こ
の

よ
う
に
出
版
が
隆
盛
を
極
め
た
万
暦
年
間
に
印
刷
さ
れ
た
が
、
数
多
く
の
『
孔
子
聖
跡
図
』
の
中
で
も
、
小
型
で
精
巧
で
あ
り
（
縦
20
・

8
㎝
、
横
13
・
5
㎝
）、
携
帯
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
呉
嘉
謨
が
財
力
に
限
り
が
あ
る
書
生
で
あ
っ

た
頃
の
出
版
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
特
色
に
よ
り
、
該
書
は
却
っ
て
出
版
商
の
好
評
を
得
た
。
そ
れ
は
、

出
版
に
か
か
る
費
用
が
安
く
、
大
量
発
行
に
都
合
が
良
い
上
、
携
帯
に
も
便
利
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

 

呉
嘉
謨
が
組
織
的
に
刊
行
し
た
『
孔
聖
家
語
図
』
は
彼
自
身
の
文
化
的
素
養
と
関
係
が
あ
り
、
同
時
に
明
代
全
体
の
出
版
業
の
繁
栄

と
も
直
接
的
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

『
孔
聖
家
語
図
』
は
後
に
日
本
に
伝
わ
り
、
高
田
円
乗
画
『
孔
子
行
状
図
解
』（
寛
政
四
年
︹
一
七
九
二
︺
刊
）
に
も
翻
刻
さ
れ
る
が
、
両

本
の
比
較
検
討
は
別
稿
に
お
い
て
行
い
た
い
。
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注

（
１
）  

呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
は
『
中
国
古
代
版
画
叢
刊
二
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
所
収
万
暦
刊
本
を
用
い
た
。

（
２
）  
呉
嘉
謨
及
び
彼
の
『
孔
聖
家
語
図
』
に
つ
い
て
は
、
許
瑜
翎
「
明
呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
版
画
研
究
」（『
史
物
論
壇
』
民
国
九
七
年

十
二
月
第
七
期
）
の
ほ
か
、Julia K

. M
urray, “The Tem

ple of C
onfucius and Pictorial B

iographies of the Sage”, publish by A
ritibus 

A
siae Publishers. 1996

、
同
氏“Illustrations of the life of C

onfucius”, publish by The A
ssociation for A

sian Studies. 1997

に
も
論

及
が
あ
る
。

（
３
）  

江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
４
）  

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

（
５
）  

方
維
保
・
汪
応
沢
『
中
国
文
化
遺
珍
・
徽
州
巻　

徽
州
古
刻
書
』（
遼
寧
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
六
三
頁
、
趙
前
『
明
代
版
刻
図

典
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
四
一
頁
を
参
照
。

（
６
）  

上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
７
）  

張
楷
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
一
好
「
張
楷
の
生
涯
と
詩
作
と
『
聖
蹟
図
』」（
大
阪
教
育
大
学
『
学
大
国
文
』
三
四
、
一
九
九
一
年
）、
同
氏

「『
聖
蹟
図
』
の
歴
史
」（
加
地
伸
行
『
聖
蹟
図
に
み
る
孔
子
流
浪
の
生
涯
と
教
え　

孔
子
画
伝
』
所
収
、
集
英
社
、
一
九
九
一
年
）、
竹
村

則
行
「
元
・
兪
和
『
孔
子
聖
跡
図
』
賛
を
踏
襲
し
た
明
・
張
楷
『
孔
子
聖
跡
図
』
賛
に
つ
い
て
」（
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
『
文
学
研

究
』
第
一
〇
七
輯
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
８
）  

前
掲
佐
藤
氏
「『
聖
蹟
図
』
の
歴
史
」、
加
地
氏
著
書
、
及
び
竹
村
氏
論
文
を
参
照
。

（
９
）  

前
掲
加
地
伸
行
『
聖
蹟
図
に
み
る
孔
子
流
浪
の
生
涯
と
教
え　

孔
子
画
伝
』
を
参
照
。

（
10
）  

鄭
振
鐸
「
聖
跡
図
跋
」、『
鄭
振
鐸
芸
術
考
古
文
集
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
所
収
。

（
11
）  

巻
七
「
明
時
刻
書
工
価
之
廉
」
の
条
を
参
照
。

（
12
）  

『
中
国
印
刷
史
料
選
輯
―
歴
代
刻
書
概
況
』（
印
刷
工
業
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。

（
13
）  

徐
小
蛮
・
王
福
康
『
中
国
古
代
挿
図
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
七
八
頁
。
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図１　張楷『孔子聖跡図』「尼山致祷」

図２　呉嘉謨『孔聖家語図』「祷嗣尼丘」



明
・
呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
と
明
代
の
出
版

101

図３　張楷『孔子聖跡図』「二龍五老」

図４　呉嘉謨『孔聖家語図』「誕聖降祥」
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図５　張楷『孔子聖跡図』「鈞天降聖」

図６　呉嘉謨『孔聖家語図』「天楽文符」
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図７　張楷『孔子聖跡図』「退修詩書」

図８　呉嘉謨『孔聖家語図』「退脩授業」


